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(57)【要約】
【課題】従来の数字ディスプレイ構造のサイズを縮小し
て、更なるコスト削減を実現するために、数字ディスプ
レイ構造を提供する。
【解決手段】この考案が提供する数字ディスプレイ構造
（Ｎｕｍｅｒｉｃａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ａｒｃｈｉｔ
ｅｃｔｕｒｅ）は、Ｐ　Ｃ　Ｂ　（Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃ
ｉｒｃｕｉｔ　Ｂｏａｒｄ）　土台、発光素子、リフレ
クター（ｒｅｆｌｅｃｔｏｒ）を含む三部分によって構
成される。Ｐ　Ｃ　Ｂ土台は、一つ以上のホール（ｈｏ
ｌｅ）を有し、第一表面と相対する第二表面の二面を持
つものである。発光素子は、第二表面上に、リバース・
マウント（ｒｅｖｅｒｓｅ　ｍｏｕｎｔ）方式で固定さ
れ、その発光ソースは、ホールの第一側面オープニング
（ｏｐｅｎｉｎｇ）を通りホール内に設置されるもので
ある。リフレクターは、Ｐ　Ｃ　Ｂ土台の第一表面上に
、ホールの第二側面オープニングを一部又は全部覆う状
態で設置されるものである。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　ホール（ｈｏｌｅ）一つ以上を有し、第一表面と相対する第二表面の二面を持つＰ　Ｃ
　Ｂ（Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｂｏａｒｄ）土台（ｓｕｂｓｔｒａｔｅ）と、
第二表面上にリバース・マウント（ｒｅｖｅｒｓｅ　ｍｏｕｎｔ）方式で固定され、その
発光ソースがホールの第一側面オープニング（ｏｐｅｎｉｎｇ）を通りホール内に設置さ
れた発光素子と、Ｐ　Ｃ　Ｂ土台の第一表面上にホールの第二側面オープニングを一部又
は全部覆う状態で設置されたリフレクター（ｒｅｆｌｅｃｔｏｒ）とを含む三部分によっ
て構成された数字ディスプレイ構造。
【請求項２】
　請求項１に記載の発光素子は、発光ダイオード（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉ
ｏｄｅ，　ＬＥＤ）の特徴を持つ数字ディスプレイ構造。
【請求項３】
　請求項１に記載のリフレクターは、約１．５～２ｍｍの厚さを持つ数字ディスプレイ構
造。
【請求項４】
　第三表面と相対する第四表面の二面と第二ホールを有し、その第四表面上に、請求項１
に記載したＰ　Ｃ　Ｂ土台の第一表面を固定させ、リフレクターをその第二ホール内に埋
め込む、という特徴を持つＣ　Ｐ　Ｕ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉ
ｔ）ボードに設置される数字ディスプレイ構造。
【請求項５】
　スロット（ｓｌｏｔ）状収納スペースを持つＰ　Ｃ　Ｂ土台と、そのＰ　Ｃ　Ｂ土台上
に固定される発光素子と、そのＰ　Ｃ　Ｂ土台のスロット状収納スペース上に設置される
リフレクターとを含む三部分によって構成される数字ディスプレイ構造。
【請求項６】
　請求項５に記載したＰ　Ｃ　Ｂ土台のスロット状収納スペースの底面に当たる第一表面
の第一表面エリア上に、その発光素子がフロント・マウント（ｆｒｏｎｔ　ｍｏｕｎｔ）
方式で固定される数字ディスプレイ構造。
【請求項７】
　請求項５に記載したＰ　Ｃ　Ｂ土台は一つ以上のホールと、第一表面と相対する第二表
面の二面を有し、その第一表面の第一表面エリアはスロット状収納スペースの底面に当た
り、又その第二表面上には発光素子がリバース・マウント方式で固定され、その発光素子
の発光ソースはホールの一側面のオープニングを通りホール内に設置される数字ディスプ
レイ構造。
【請求項８】
　請求項７に記載した発光素子は、発光ダイオードの特徴を持つ数字ディスプレイ構造。
【請求項９】
　請求項５に記載したＰ　Ｃ　Ｂ土台は、工学プラスチックの材質を使用した数字ディス
プレイ構造。
【請求項１０】
　請求項９に記載したＰ　Ｃ　Ｂ土台は、射出成形（Ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ　Ｍｏｌｄｉｎ
ｇ）方式で造られた数字ディスプレイ構造。
【請求項１１】
　請求項５に記載したＰ　Ｃ　Ｂ土台は第一表面と相対する第二表面の二面を有するが、
その第一表面の第一表面エリアは、そのスロット状収納スペースの底面に当たり、又その
第一表面の第二表面エリアは、第三表面と相対する第四表面とホールを持つＣ　Ｐ　Ｕボ
ードの第四表面上に固定され、そのＣ　Ｐ　Ｕボードがホール一つを有するという特徴を
持つ数字ディスプレイ構造。
【請求項１２】
　請求項１１に記載したＰ　Ｃ　Ｂ土台のスロット状収納スペース上に設置されたリフレ
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クターの少なくとも一部分は、そのホール内に埋め込まれるという特徴を持つ数字ディス
プレイ構造。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この考案は数字ディスプレイ構造（ｎｕｍｅｒｉｃａｌ　ｄｉｓｐｌａｙ　ａｒｃｈｉ
ｔｅｃｔｕｒｅ）に関するもので、リバース・マウント方式の採用により、従来の数字デ
ィスプレイ構造の本体とその組み立て方法を改良し、更なる省スペースを可能にしたもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　家電、音響、撮影機、計測器等、様々な電化製品に既に広く用いられている数字ディス
プレイ素子（ｎｕｍｅｒｉｃａｌ　ｄｉｓｐｌａｙ　ｅｌｅｍｅｎｔ）は、発光ダイオー
ド又は電気発光物質（ｅｌｅｃｔｒｏ－ｏｐｔｉｃａｌ　ｓｕｂｓｔａｎｃｅ）の使用に
より、文字や図形を映し出すものである。
【０００３】
　図１（１Ａ、１Ｂの二図）は、従来の数字ディスプレイ構造１４０及びその組み立て方
を説明する図である。図１Ａに示される如く、従来の数字ディスプレイ構造１４０は、Ｐ
　Ｃ　Ｂ土台１１０の第一表面１１２上に複数の発光ダイオード１２０を設置することに
よって成り立つが、その発光ダイオードの固定の仕方がフロント・マウント方式を採用す
るため、Ｐ　Ｃ　Ｂ土台１１０の第一表面１１２上に更にリフレクター１３０を取り付け
た場合、ある一定の厚さになるのが通常であり、目下の市場では、そのリフレクターの厚
さｈ１は一般的に約３～３．５ｍｍ位である。
【０００４】
　事実、フロント・マウント方式によって、従来の数字ディスプレイ構造１４０を電化製
品のＣ　Ｐ　Ｕボード１５０の正面１５２上に組み立て、又は設置した際に、従来の数字
ディスプレイ構造１４０は、Ｃ　Ｐ　Ｕボード１５０の正面１５２から突き出るという問
題が起きてくる。
【０００５】
　その問題の解決策として、図１Ｂに示される如く、ホール１８５を開けたＣ　Ｐ　Ｕボ
ード１８０の背面１８４部分上に、従来の数字ディスプレイ構造１４０を、そのリフレク
ター１３０がホール１８５内に埋め込まれる様に組み立てるという一つの方法があるが、
従来の数字ディスプレイ構造１４０のリフレクター１３０は一定の厚さを持つという制限
があるため、従来の数字ディスプレイ構造１４０がＣ　Ｐ　Ｕボード１８０の正面１８２
から突き出るという問題はやはり未解決として残る。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
　前述の通り、数字ディスプレイ構造等の組み立て部品の大小は、電化製品の組み立てス
ペースの大小に対して甚大な影響を与える。
【０００７】
　現在市場に於いて、電化製品の構造設計は更に軽薄短小化の傾向にあるため、如何に数
字ディスプレイ構造のサイズを縮小してコストを下げるかが、本設計
領域での重要課題の一つとなる。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記の課題を解決するための手段の一つとして、本考案は、Ｐ　Ｃ　Ｂ土台、発光素子
、リフレクターを含む三部分によって構成される数字ディスプレイ構造を提供する。
【０００９】
　Ｐ　Ｃ　Ｂ土台は、一つ以上のホールを有し、第一表面と相対する第二表面の二面を持
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つものである。発光素子は、第二表面上に、リバース・マウント方式で固定され、その発
光ソースは、ホールの第一側面オープニングを通りホール内に設置されるものである。リ
フレクターは、Ｐ　Ｃ　Ｂ土台の第一表面上に、ホールの第二側面オープニングを一部又
は全部を覆う状態で設置されるものである。
【００１０】
　更に、課題解決の手段の一つとして、本考案は、Ｐ　Ｃ　Ｂ土台、発光素子、リフレク
ターを含む三部分によって構成されるもう一種の数字ディスプレイ構造を提供する。
【００１１】
　Ｐ　Ｃ　Ｂ土台は、スロット状収納スペースを持つものであり、発光素子は、Ｐ　Ｃ　
Ｂ土台上に固定されるものであり、リフレクターは、Ｐ　Ｃ　Ｂ土台のスロット状収納ス
ペース上に設置されるものである。
【考案の効果】
【００１２】
　本考案が、提供する数字ディスプレイ構造は、従来のリフレクターの厚さを大幅に薄く
することが可能なだけでなく、リバース・マウント方式を採用することによって、本考案
の数字ディスプレイ構造をＣ　Ｐ　Ｕボード上に組み立てた際に、Ｃ　Ｐ　Ｕ　ボードの
正面に数字ディスプレイ構造が突き出るという問題を解決することも可能になり、更には
、省スペースとサイズ縮小という目的も達成可能になる。このため、数字ディスプレイ構
造のサイズ縮小と共に、コスト削減も可能になり、電化製品の軽薄短小化という市場の要
求に対応することができる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本実用新案説明書及び前述の実用新案登録請求の範囲に於いて使用した幾つかの名称に
ついて、予め明確な説明が必要であろう。
【００１４】
　この技術分野に精通する専門家であれば理解できるだろうが、本文中で用いた名称、例
えば、「素子」は、ハード製造のメーカーでは、異なった名称で呼ばれることがある。し
かし、その名称の相異が「素子」という一つの概念定義の区別基準になるのではなく、あ
くまでも、その機能上の相異が概念定義の判断基準になるのである。
【００１５】
　更に、本文中で述べた「含む」という用語は、「開放的」な意味を持ち、「含むが限定
はしない」と解釈すべきである。
【００１６】
　他に、「接合」という用語は、本文中では「直接的」、「間接的」な電気接続手段を全
て含む意味であるので、例えば、第一装置を第二装置に「接合」するという文中での描述
は、第一装置を「直接的」に第二装置に電気接続するという方法と、第一装置を他の装置
又は接続手段を通して「間接的」に第二装置に電気接続するという方法の二種類の方法を
意味することになる。
【実施例１】
【００１７】
　図２は、本考案の数字ディスプレイ構造２００の第一実施例を説明する図である。第２
図に示される如く、数字ディスプレイ構造２００は、Ｐ　Ｃ　Ｂ土台２１０、一つ以上の
発光素子２２０、リフレクター２３０を「含む」（が限定はしない）三部分によって構成
される。
【００１８】
　Ｐ　Ｃ　Ｂ土台２１０は、ホール２５０一つ以上を有し、第一表面２１２と相対する第
二表面２１４の二面を持つが、本実施例に於いては、数字ディスプレイ構造２００の正面
になるのが、第一表面２１２で、その反対面になるのが、第二表面２１４である。発光素
子２２０は、リバース・マウント方式で、Ｐ　Ｃ　Ｂ土台２１０の第二表面２１４上に固
定され、その発光素子２２０の発光ソース２２２はホール２５０の第一側面オープニング
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２５２を通りホール２５０内に設置される。リフレクター２３０は、Ｐ　Ｃ　Ｂ土台２１
０の第一表面２１２上に、ホール２５０の第二側面オープニング２５４を一部又は全部覆
う状態で設置される。
【００１９】
　注意すべき点としては、前述の発光素子２２０はＳ　Ｍ　Ｄ（Ｓｕｒｆａｃｅ　Ｍｏｕ
ｎｔ　Ｄｅｖｉｃｅ）の使用も可能だということであり、例えば、発光ダイオードや電気
発光物質等も、本考案に於いては特に使用限定されることはなく、他種の発光素子の使用
も十分可能である。又、発光素子２２０は、リバース・マウント方式で、Ｐ　Ｃ　Ｂ土台
２１０の第二表面２１４上に固定されるため、リフレクター２３０の厚さｈ２は、本実施
例に於いて、約１．５～２ｍｍ位まで大幅に薄くすることが可能になった。若し、図１で
示される従来の数字ディスプレイ構造１４０のリフレクター１３０の厚さｈ１と、本考案
の数字ディスプレイ構造２００のリフレクターの厚さｈ２を比較したなら、その改良の大
きさは、一目瞭然であろう。
【００２０】
　図３は、図２に示される数字ディスプレイ構造２００をＣ　Ｐ　Ｕボード３００に組み
立てた際の実施例を説明する図である。Ｃ　Ｐ　Ｕボード３００は、第二ホール３５０を
有し、第三表面３１０と相対する第四表面３２０の二面を持つが、本実施例に於いては、
数字ディスプレイ構造の正面になるのが、第三表面３１０で、その反対面になるのが、第
四表面３２０である。実際に、数字ディスプレイ構造２００とＣ　Ｐ　Ｕ３００ボードを
結合した場合、Ｐ　Ｃ　Ｂ土台２１０の第一表面２１２は、Ｃ　Ｐ　Ｕボード３００の第
四表面３２０上に固定され、リフレクター２３０は、第二ホール３５０内に埋め込まれる
。言い換えれば、リフレクター２３０を第二ホール３５０内に埋め込むために、数字ディ
スプレイ構造２００は、リバース・マウント方式でＣ　Ｐ　Ｕボード３００の反対面（即
ち第四表面３２０）上に固定されるのである。
【００２１】
　図３に明示される様に、数字ディスプレイ構造２００のリフレクター２３０の厚さｈ２
が既に大幅に薄くなって、Ｃ　Ｐ　Ｕボード３００の厚さｈ３と同じか又はより薄く設計
可能になったため、数字ディスプレイ構造２００が、Ｃ　Ｐ　Ｕボード３００の正面（即
ち第三表面３１０）から突き出るという従来の問題を解決することができると共に、更に
は、省スペースとサイズ縮小という目的を達成することもできる。
【実施例２】
【００２２】
　先ず初めに、上述の実施例は、本考案の限定条件となるのではなく、本考案の説明のた
めの模範事例になるに過ぎないという点を再度留意すべきである。
【００２３】
　図４（４Ａ、４Ｂの二図）は、本考案の数字ディスプレイ構造の第二実施例を説明する
図である。図４Ａに示される如く、数字ディスプレイ構造４００は、Ｐ　Ｃ　Ｂ土台４１
０、一つ以上の発光素子４２０、リフレクター４３０を含む（が限定はしない）三部分に
よって構成される。Ｐ　Ｃ　Ｂ土台４１０はスロット状収納スペース４４０を持ち、発光
素子４２０はＰ　Ｃ　Ｂ土台４１０上に固定され、リフレクター４３０はＰ　Ｃ　Ｂ土台
４１０のスロット状収納スペース４４０上に設置される。本実施例に於いて、Ｐ　Ｃ　Ｂ
土台４１０は第一表面４５０と相対する第二表面４６０の二面を持つが、ここで注意すべ
きことは、第一表面４５０は一つの平面ではなく、第一表面エリア４５２と第二表面エリ
ア４５４の二つのエリアを含むものだということで、その内、第一表面エリア４５２部分
はスロット状収納スペース４４０の底面に当たり、発光素子４２０はフロント・マウント
方式で、その第一表面エリア４５２上に固定される。
【００２４】
　図４Ｂに示される如く、数字ディスプレイ構造５００は、Ｐ　Ｃ　Ｂ土台５１０、一つ
以上の発光素子５２０、リフレクター５３０を含む三部分によって構成される。本実施例
に於いて、Ｐ　Ｃ　Ｂ土台５１０はスロット状収納スペース５４０を有し、第一表面５５
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０と相対する第二表面５６０の二面を持つが、その第一表面５５０の第一表面エリア５５
２は、スロット状収納スペース５４０の底面に当たる。
【００２５】
　図４Ｂと図４Ａに示される二種の数字ディスプレイ構造５００と４００は一見相似して
いるが、図４Ｂの数字ディスプレイ構造５００のＰ　Ｃ　Ｂ土台５１０は一つ以上のホー
ル５８０を持ち、発光素子５２０はリバース・マウント方式で、Ｐ　Ｃ　Ｂ土台５１０の
第二表面５６０上に固定されるため、その発光素子５２０の発光ソース５２２は、ホール
５８０の第一側面オープニング５８２を通りホール５８０内に設置されるという点に於い
ては、図４Ａの数字ディスプレイ構造４００との間に相異が見られる。
【００２６】
　又、二種の数字ディスプレイ構造５００と４００のリフレクターの厚さを比較した場合
、図４Ｂの数字ディスプレイ構造５００の発光素子５２０は、リバース・マウント方式で
Ｐ　Ｃ　Ｂ土台５１０の反対面（即ち第二表面５６０）に固定されるため、そのリフレク
ター５３０の厚さｈ５は、図４Ａの数字ディスプレイ構造４００のリフレクター４３０の
厚さｈ４よりも更に薄く設計可能になる。
【００２７】
　本実施例に於いて、図４Ａと図４ＢのＰ　Ｃ　Ｂ土台４１０と５１０は、射出成形の方
式で造られた工学プラスチックの材質を使用することができる。この他、Ｐ　Ｃ　Ｂ土台
４１０と５１０の第一表面４５０と５５０又は第二表面４６０と５６０には、Ｐ　Ｃ　（
Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ、図中未表示）をも使用することができる。それは、先
ず、レーザー方式で、Ｐ　Ｃ　Ｂ土台４１０と５１０に伝導性を持たせ、更に、電気鍍金
の方式で、その第一表面４５０と５５０又は第二表面４６０と５６０上にＰ　Ｃを焼き付
けるという方法によるものである。しかし、これらの使用法は、本考案の限定条件となる
訳ではなく、Ｐ　Ｃ　Ｂ土台４１０、５１０は、製品の必要性に応じて他の材料を選択す
ることもできるし、又、Ｐ　Ｃ　Ｂ土台４１０、５１０への焼き付けも別の方法を採用す
ることもできる。
【００２８】
　図５（５Ａ、５Ｂの二図）は、第四図に示される数字ディスプレイ構造４００、５００
をＣ　Ｐ　Ｕボード６００に組み立てた際の実施例を説明する図である。図５Ａと図５Ｂ
に示される如く、Ｃ　Ｐ　Ｕボード６００は、第二ホール６５０を有し、第三表面６１０
と相対する第四表面６２０の二面を持ち、その第四表面６２０上に、Ｐ　Ｃ　Ｂボード４
１０、５１０の第一表面４５０、５５０の第二表面エリア４５４、５５４は固定され、リ
フレクター４３０、５３０は、第二ホール６５０内に埋め込まれる。
【００２９】
　第５図に明示される様に、数字ディスプレイ構造４００、５００は、リバース・マウン
ト方式でＣ　Ｐ　Ｕボード６００の反対面（即ち第四表面６２０）に固定されるため、リ
フレクター４３０、５３０の表面は、Ｃ　Ｐ　Ｕボード６００の第三表面６１０の高さと
同じか、又はより低くなるので、数字ディスプレイ構造４００、５００がＣ　Ｐ　Ｕボー
ド６００の正面（即ち第三表面６１０）から突き出るという従来の問題を解決することが
できると共に、更には、省スペースとサイズ縮小という目的を達成することもできる。
【００３０】
　特に注意に値する点は、上述の第一実施例の中で、数字ディスプレイ構造２００をＣ　
Ｐ　Ｕボード３００上に、第３図に示される様に組み立てた場合、リフレクター２３０の
厚さｈ２は、Ｃ　Ｐ　Ｕボード３００の厚さｈ３と同じか、又はより薄く設計可能ではあ
るが、数字ディスプレイ構造２００本体の特殊な制限により、リフレクターの厚さｈ２は
一定の高さを持つことは必須で、Ｃ　Ｐ　Ｕボード３００よりも高くなるという状態を引
き起こすことになるため、この方式はサイズ縮小の目的は達成できるけれども、数字ディ
スプレイ構造２００がＣ　Ｐ　Ｕボード３００の正面に突き出るという問題はやはり未解
決のままである。それに対して、第二実施例中の数字ディスプレイ構造４００、５００の
Ｐ　Ｃ　Ｂ土台４１０、５１０は、リフレクター４３０、５３０の厚さｈ４、ｈ５を完全
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に覆い隠せる新型構造を持つため、数字ディスプレイ構造４００、５００をＣ　Ｐ　Ｕボ
ード６００上に、図５Ａ、図５Ｂに示される様に組み立てた場合、リフレクター４３０、
５３０は、第二表面エリア４５４、５５４より低くなり、数字ディスプレイ構造４００、
５００がＣ　Ｐ　Ｕボード６００の正面から突き出るという問題は全て解決可能になる。
言い換えれば、数字ディスプレイ構造４００、５００は、数字ディスプレイ構造２００よ
りも応用範囲が更に広いということである。
【００３１】
　上述の数字ディスプレイ構造２００本体とＣ　Ｐ　Ｕ３００ボードへの組み立て方につ
いての手順は以下の通りとする。
【００３２】
　ステップ７０２：スタート。
　ステップ７０４：第一表面と相対する第二表面の二面を有するＰ　Ｃ　Ｂ土台、発光素
子、リフレクターの三部分を準備する。
　ステップ７０６：Ｐ　Ｃ　Ｂ土台上に、ホールを一つ開ける。
　ステップ７０８：Ｐ　Ｃ　Ｂ土台の第二表面上に、発光素子をリバース・マウント方式
で固定し、その発光ソースを、ホールの第一側面オープニングを通りホール内に設置する
。
　ステップ７１０：Ｐ　Ｃ　Ｂ土台の第一表面上に、リフレクターをホールの第二側面オ
ープニングを覆う様に設置すると、数字ディスプレイ構造は完成する。
　ステップ７１２：第三表面と相対する第四表面の二面を有するＣ　Ｐ　Ｕボードを準備
する。
　ステップ７１４：Ｃ　Ｐ　Ｕボード上に、第二ホールを一つ開ける。
　ステップ７１６：Ｃ　Ｐ　Ｕボードの第四表面上に、Ｐ　Ｃ　Ｂ土台の第一表面を固定
すると、数字ディスプレイ構造は、リフレクターが第二ホール内に埋め込まれる状態で、
Ｃ　Ｐ　Ｕボード上に設置され、組み立ては完了する。
【００３３】
　上述の数字ディスプレイ構造４００本体とＣ　Ｐ　Ｕ６００ボードへの組み立て方につ
いての手順は以下の通りとする。
　ステップ８０２：スタート。
　ステップ８０４：第一表面と相対する第二表面の二面を有するＰ　Ｃ　Ｂ土台、発光素
子、リフレクターの三部分を準備する。
　ステップ８０６：Ｐ　Ｃ　Ｂ土台は、スロット状収納スペースを有し、その第一表面の
第一表面エリアがスロット状収納スペースの底面になる様に、射出成形の方式によって造
られる。
　ステップ８０８：第一表面エリア上に、発光素子をフロント・マウント方式で固定する
。
　ステップ８１０：Ｐ　Ｃ　Ｂ土台のスロット状収納スペース上に、リフレクターを設置
すると、数字ディスプレイ構造は完成する。
　ステップ８１２：第三表面と相対する第四表面の二面を有するＣ　Ｐ　Ｕボードを準備
する。
　ステップ８１４：Ｃ　Ｐ　Ｕボード上に、第二ホールを一つ開ける。
　ステップ８１６：Ｃ　Ｐ　Ｕボードの第四表面上に、Ｐ　Ｃ　Ｂ土台の第一表面の第二
表面エリアを固定すると、数字ディスプレイ構造は、リフレクターが第二ホール内に埋め
込まれる状態で、Ｃ　Ｐ　Ｕボード上に設置され、組み立ては完了する。
【００３４】
　上述の数字ディスプレイ構造５００本体とＣ　Ｐ　Ｕ６００ボードへの組み立て方につ
いての手順は以下の通りとする。
　ステップ９０２：スタート。
　ステップ９０４：第一表面と相対する第二表面の二面を有するＰ　Ｃ　Ｂ土台、発光素
子、リフレクターの三部分を準備する。
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　ステップ９０６：Ｐ　Ｃ　Ｂ土台は、スロット状収納スペースを有し、その第一表面の
第一表面エリアがスロット状収納スペースの底面になる様に、射出成形の方式によって造
られる。
　ステップ９０８：第二表面上に、発光素子をリバース・マウント方式で固定し、その発
光ソースを、ホールの一側面のオープニングを通りホール内に設置する。
　ステップ９１０：Ｐ　Ｃ　Ｂ土台のスロット状収納スペース上に、リフレクターを設置
すると、数字ディスプレイ構造は完成する。
　ステップ９１２：第三表面と相対する第四表面の二面を有するＣ　Ｐ　Ｕボードを準備
する。
　ステップ９１４：Ｃ　Ｐ　Ｕボード上に、第二ホールを開ける。
　ステップ９１６：Ｃ　Ｐ　Ｕボードの第四表面上に、Ｐ　Ｃ　Ｂ土台の第一表面の第二
表面エリアを固定すると、数字ディスプレイ構造は、リフレクターが第二ホール内に埋め
込まれる状態で、Ｃ　Ｐ　Ｕボード上に設置され、組み立ては完了する。
　以上の実施内容は、本考案の技術特徴を説明するための一模範例に過ぎず、それによっ
て本考案の適応範囲を限定するものではない。
【産業上の利用可能性】
【００３５】
　上述の実施例に於いて明示される様に、本考案が提供する数字ディスプレイ構造は、従
来のリフレクターの厚さを大幅に薄くする（ｈ２＜ｈ１）ことが可能なだけでなく、リバ
ース・マウント方式を採用することによって、本考案の数字ディスプレイ構造をＣ　Ｐ　
Ｕボード上に組み立てた際に、Ｃ　Ｐ　Ｕボードの正面に数字ディスプレイ構造が突き出
るという問題を解決することも可能になり、更には、省スペースとサイズ縮小という目的
も達成可能になる。
【００３６】
　又、Ｐ　Ｃ　Ｂ土台上に、射出成形方式で造られるスロット状収納スペースを持つ別種
の数字ディスプレイ構造も、リバース・マウント方式でＣ　Ｐ　Ｕボードの反対面に固定
されることによって、Ｃ　Ｐ　Ｕボードの正面に数字ディスプレイ構造が突き出るという
問題を同様に解決可能になるだけでなく、数字ディスプレイ構造のサイズ縮小と共に、コ
スト削減も可能になり、電化製品の軽薄短小化という市場の要求に十分対応することがで
きる。
【００３７】
　最後に補足すべき点としては、上述の実施内容は、本考案の比較的理想的な実施例に過
ぎないということで、本考案の実用新案登録請求の範囲に基づいて行われるそれ相等の変
更や修正に関しては、本考案の包括範囲内のこととするということを付け加えておきたい
。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】１Ａ、１Ｂの二図は、従来の数字ディスプレイ構造の本体とその組み立て方を示
す図である。
【図２】本考案の数字ディスプレイ構造の実施例１を説明する図である。
【図３】図２で示される数字ディスプレイ構造をＣ　Ｐ　Ｕボード上に組み立てる一実施
例を表す図である。
【図４】４Ａ、４Ｂの二図は、本考案の数字ディスプレイ構造の実施例２を説明する図で
ある。
【図５】５Ａ、５Ｂの二図は、図４で示される数字ディスプレイ構造をＣ　Ｐ　Ｕボード
上に組み立てる一実施例を表す図である。
【符号の説明】
【００３９】
　１４０　　　　　　　　　　　　　　従来の数字ディスプレイ構造
　１２０　　　　　　　　　　　　　　発光ダイオード（Ｌ　Ｅ　Ｄ）
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　２００、４００、５００　　　　　　数字ディスプレイ構造
　１１０、２１０、４１０、５１０　　Ｐ　Ｃ　Ｂ（Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ　
Ｂｏａｒｄ）土台（ｓｕｂｓｔｒａｔｅ）
　２２０、４２０、５２０　　　　　　発光素子
　１３０、２３０、４３０、５３０　　リフレクター（ｒｅｆｌｅｃｔｏｒ）
　１１２、２１２、４５０、５５０　　第一表面
　２１４、４６０、５６０　　　　　　第二表面
　１８５、２５０、５８０　　　　　　ホール（ｈｏｌｅ）
　２５２、５８２　　　　　　　　　　第一側面オープニング（ｏｐｅｎｉｎｇ）
　２５４　　　　　　　　　　　　　　第二側面オープニング（ｏｐｅｎｉｎｇ）
　２２２　　　　　　　　　　　　　　発光ソース
　ｈ１、ｈ２、ｈ３、ｈ４、ｈ５　　　厚さ
　１５０、１８０、３００、６００　　Ｃ　Ｐ　Ｕボード
　１５２、１８２　　　　　　　　　　正面
　１８４　　　　　　　　　　　　　　背面
　３１０、６１０　　　　　　　　　　第三表面
　３２０、６２０　　　　　　　　　　第四表面
　３５０、６５０　　　　　　　　　　第二ホール（ｈｏｌｅ）
　４４０、５４０　　　　　　　　　　スロット（ｓｌｏｔ）状収納スペース
　４５２、５５２　　　　　　　　　　第一表面エリア
　４５４、５５４　　　　　　　　　　第二表面エリア

【図１】 【図２】

【図３】
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